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し
た
授
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あ
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が
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．
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部
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守
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史
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問
題
解
決
学
習
に
お
け
る
思
考
の
深
化
。
、
１
光
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，
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、８０
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唖
ｌ
え
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Ｉ
０
０
４
１
叩
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脅
間
の
関
係
性
に
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Ⅲ
し
て

０
９

８軍１
１回国割

竜
ｇ
ｇ
一
一
畳
一
面
篭
鱒
言
亀
冤
函
蒙
逢
菖
毒
豊
這
一
一
画
塁
一
言
言
豊
富
一
曾
』
一
二
皇
恩
一
冒
喜
諸
圏
》
萱
】
一
言
鬘
菖
乏
菖
言
三
善
』
菖
辱
｜
喜
一
言
一
三
三
鬘
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菫
勇
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ｌ
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／
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曽
三
茸
望
一
安
屋
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蜀
戸
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園
三
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一
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室
劃
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』
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言
逗
』
旨
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豊
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翼
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雪
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言
二
一
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三
三
壽
二
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零
教
師
の
日
記
子
ど
も
が
敷
く
学
習
の
レ
ー
ル

教
師
が
敷
く
学
習
の
レ
ー
ル
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柳
災
徳
訓

画
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弓
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特
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学
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に
お
け
る
授
業
研
究

（
校
内
研
究
）
の
意
義
と
そ
の
在
り
方

《
グ
ラ
ビ
ア
》

へ

寝序
《
実
践
寄
稿
》

作
品
の
世
界
を
深
く
味
わ
お
う

学
習
研
究
発
表

今
歴
史
に
学
ぶ

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
舶

炎
紙
絵
。
：
服
部
真
也
、

喜
怒
哀
楽
と
表
現
の
関
連
性

生
活
と

争
孑
ど
も
記
温
釧
却
諭
鰯
郷
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斑
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刀
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習
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水
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搾
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一
自
分
の
「
願
い
」
を
実
現
さ
せ
る
し
ご
と
学
習
木
村
光
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二
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【
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の
日
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蒸
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史
に
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先
生
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Ｊ
４
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と
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ｉ
＃
５

土
谷
正
規
先
生
の
「
新
し
い
，

》
９
↓
“
句
也
詔

体
育
学
習
の
育
て
方
に
」
学
ぶ
，
ｌ

木
下
刈
鰍
即
曙
刈
咽
鰯
報
榊
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言
言
牙
二
三
三
三
一
』
三
差
君
彗
』
》
』
塁
』
一
震
三
』
言
『
二
『
三
一
幸
三
二
一
言
言
一
』
一
『
二
一
二
三
三

一

一

一

一

一

一

一

一

口

『

一

一

一

一

一

』

一

一

『

平
成
別
年
度
な
か
よ
し
音
楽
会
・
歩
走
練
習
納
会

考
え
を
深
め
る
学
習
態
度

三
年
生
に
育
つ
科
学
的
な
思
考
力

川
と
く
ら
し
の
つ
な
が
り
を

考
え
よ
う
（
四
年
）

運
動
会
表
現
運
動
で
育
む
力

く
ら
べ
て
読
も
う

学
習
研
究
目
次
第
四
六
一
号
（
一
一
○
一
三
・
’
一
）

ト
」
レ
ー
ー
う
伽
咄
／
、
ら
べ
一

〃
び
合
い
に
よ
っ
て
深
ま
る
〃

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

三
三
三
一
言
一
言
三
塁
一
一
三
二
【
瓊
毒
言
菫
派

ｌ
学
び
合
い
に
よ
っ
て
深
ま
る
思
考
力
①
Ｉ
恥
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唖
毎
誉
亀
畠
■
冒
蔦

＄裂
一
丞
冒
草
菖
』
曾
謬
毎
昌
三
冒
二
置
淫
一
君
毒
言
毫
冨
三
一
一
冨
垂
一
畳
一
言
甦
至
岡
二
一
言
乏
罠
豊
一
畳
』
』
■
量
産
言
浸
三
勇
一
阜
言
言
一
一
昌
一
【
狸
二
一
言
三
言
二
』
』
霊
室
三
差
一
畠
妄
言
二
召
募
『
一
宮
三
再
査
曽
一
一
一
言
章
一
言
三
一
号
薑
一
一
二
一
三
一
三
宅
旨
一
言
』
■
言
』
一
言
三
一
薑
』
一
【
壜
三
三
一
三

■
１
両
》
Ｆ
Ｐ
呂
些
岸
軍
・
白
の
再
』

時
師
ｑ
■
】
・
画
輯
固
■
ｑ
二
』
二
』
】
■

星
器
械
運
動
ラ
ン
ド
を
楽
し
も
う
行
い
ご
体
育
）
町
ド
句
也
岨
Ⅷ

いＩ唖
蠅
１

＆

■
駅

祁
一
１
１
１
ｆ
“
１

肥
早
個
が

“
ｌ
、
一
心
辿
勧
垂
蛎
Ｌ
耗
肋
浄
嗜
徒
睡
げ
ゐ
炉
上
し
徒
し
好
行
一
」
毛
力
‐
畑

８

口
８
■

耶

叱
９

ｍ
．
細

生
活
と
学
習
を
つ
な
げ
る
算
数
学
習
河
川
Ｉ
ｉ
朏
窄

型

ロ

巳

二

町

即

，
州
耶
Ｆ
０
ｊ
Ｊ
へ
門
Ｈ
脾
舛
８

台
や

ｒ

■

Ｕ

ひ

屯
収
で
旅
し
よ
う
（
独
、
軟
料
の
実
際
）
“

則
・
叩

皿

．

帥

“
叩
ｌ

蝉
三
再
三
言
一
壷
一
三
』
｛
昌
一
写
ヨ
ー
二
戸
畳
一
三
三
二
一
コ
一
三
三
二
三
三
三
二
一
言
二
一
言
雷
三
一
三
三
二
芒
一
一
三
牙
言
三
二
臣
一
言
雲
一
二
言
毎
毎
二
二
一
筥
言
三
二
三
一
三
一
二
一
言
二
一
二
三
一
言
三
一
三
』
一
三
三
三
一
二
言
三
一
言
言
函
言
三
一
二
三
一
三
二
一
三
三
一
言
震
二
三
二
一
三
一
二
二
】
ご
ぎ
こ
鵠
三
一

今
教
師
の
日
記
１
年
生
の
成
長
と
給
食
水
肘
光
列
別

《
特
別
寄
稿
》

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る

自
律
的
。
創
造
的
な
学
び

傘
し
『
）
と
⑮
「
し
ご
催
洋
一
禮
惟
津
縦
罐
髭
る

《
実
践
寄
稿
》

小
学
校
ダ
ン
ス
学
習
で

育
て
て
い
る
も
の

《
序
文
》

足
の
匂
い
の
活
用

《
グ
ラ
ビ
ア
》

や
子
ど
も
記
友
だ
ち
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

自
主
独
立
の
精
神
を
以
て

相
互
学
習
を
為
す
指
導

「
し
ご
と
」
学
習
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る

相
互
学
習
で
育
む
「
学
び
合
い
」

け
い
こ
（
算
数
）
に
お
け
る

相
互
学
習
と
は

会
員
の
ひ
ろ
ば
鋤

炎
紙
絵
：
・
服
部
貞
也
、

零
歴
史
に
学
ぶ

三
年
「
も
の
と
重
さ
」
単
元

〃
ｉ
ど
も
の
検
び
の
実
際

物
語
「
や
ま
な
し
」
（
六
年
）
を
読
む

Ⅲ
椎
的
に
統
み
深
め
て
い
く
川
諦
乍
料

「
し
ご
と
」
の
風
景
・
「
な
か
よ
し
」
の
風
景

学
習
研
究
目

昼
】
一
君
層
一
一
農
三
一
戸
吾
』
言
葛
一
言
言
一
言
鵠
勇
二
室
』
』
言
三
一
一
三
』
一
言
三
宅
言
与
冒
』
画
一
罠
三
一
旨
昌
一
呂
互
』
一
毒
三
三
一
言
』
ざ
一
三
一
罠
言
弄
一
言
震
二
言
一
三
三
字
三
三
一
言
二
面
二
一
言
言
宕
三
一
二
号
一
室
三
窪
一
三
一
言
守
二
一
昌
壹
三
二
画
三
三
写
三
三
言
一
寿
言
三
一
重
卑
画
仙
巨
二
宕
小
。
二

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

ｌ
相
互
学
習
に
お
け
る
学
び
合
い
僖
憲
・
雪
鼠
、
臺
篇
鬘
坪

Ⅱ８８１

今
井
鑑
三
先
生
に
学
ぶ

『
正
し
い
し
つ
け
』
に
学
ぶ

子
ど
も
の
育
て
方

あ
と
が
き
、

カ
ヅ
ト
絵
：
嶋
守
折
夫

Ｉ 次
第
四
六
○
号
（
二
○
’
二
・
一
二
）

法

雌
内
川
小
山
」
ｆ
ｊ

藤 III,’
ｑ

Ｈ

■

０

１

四

１
ｉ

◆
Ｊ
ａ
Ｉ
■ 犬 |坂 森

本

／
／
／

●
、Ｉ件jIII llli|:I I

人
獅
水
位
ｲj

水 柳 水水 野 脚岡ｲ式 | l 1III

災ﾘ］ 11j
L坐、智,蝋

III!
f

-斑

利
ｆ 袖 災

右

Ⅱ

８

．

●

“

ＩＩ
Ｔ

上

子
Ｉ

■

●

一

０
０
Ｊ ｊ

ｌ
Ｏ

Ｉ
Ｏ I

Ｊ
１62J (221 16 11）6(） 28）(38 561 W｝ （1 ）}6

I

や
《
『

凸

I

奈良女子大学附属小学校学習研究会・編集一2012. 12第460号

へ
咽
／
〕｛

’I



で－

'露町副‘画詫
云

、
胃

画《函０癖９ ８８ Ｆ唾８ １画邸猷

独
自
学
習
の
ま

能
動
的
な
輪
料
か
ら
向
作
的
な
学
料
へ
ｌ

始
る
と
き

読
み
を
広
げ
深
め
る
独
自
学
習

Ｉ種 １刺 ９８ 町 ０００虹

低
学
年
の
食
の
学
習
咄
》

０８１１１８ｌ

太
田
原
み
ど
り
心
’

１

ｌ
き
ゅ
う
食
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う
（
倉
年
）
Ｉ
‘

０８１１１ｔ８１加
加
三
一
言
一
二
一
三
差
二
三
彗
言
二
二
一
二
』
ご
宮
二
三
三
一
盲
君
室
裳
三
一
三
三
二
三
二
言
一
二
言
一
牙
冨
写
ｚ
勇
二
二
三
一
宣
言
一
言
昌
一
君
三
一
言
三
一
言
屋
一
三
二
一
言
】
』
一
二
三
一
言
三
言
宮
二
三
一
毎
言
』
三
男
室
三
三
ｚ
一
三
三
『
三
一
三
』
三
面
一
三
一
三
二
三
三
三
一
三
二
一
三
雲
一
三
二
言
二
言
一
二
一
三
二
三

支
え
ら
れ
、
育
て
ら
れ
、

今
教
師
の
日
記
堀
本
・
…
抑
ｆ
帥

今
が
あ
る
’

今
歴
史
に
学
ぶ
先
輩
教
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と
Ｈ
和
佐
尚
耐

秋
田
喜
一
二
郎
の
「
問
題
法
に
よ
る
回
Ⅱ
↑
，
雲
↑
伽

読
み
方
」
論
に
学
ぶ
＃
Ｉ
芯
喝

「
し
ご
と
」
学
習
に
つ
い
て
考
え
る
く
ｕ
、
伽

必
し
ご
と
⑭
↑
溝
４
罫
化

し
こ
と
‐
学
認
と
は
仰
か
烈

《
実
践
寄
稿
》

学
び
共
に
学
ぶ
学
習
活
動
を
め
ざ
し
て
《
ｊ

自
ら

山
卜
少
２
代
帖

沈
み
物
数
材
を
通
し
て
、
職
か
に
炎
現
し
、
睦
夫
号
″
を
行
遥
Ｉ
レ
ポ

～
鋪
４
学
年
一
一
舎
凋
濡
姥
噸
休
一
曳
罐
を
池
し
て
～
ｌ

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
㈹
あ
と
が
き
伽

表
紙
絵
：
、
服
部
真
也
、

カ
ッ
ト
絵
．
：
鴫
守
哲
夫
・
大
野
水
位
行

価
一
家
族
に
な
る
一
つ
」
黒
滝
合
宿
つ
五
年
念
か
よ
し
・
し
一
」
と

岬
荷
小
蛾
、
難
Ｌ
Ｉ
潅
磁
ｉ
｜
‐
●
山
韓
〃
１
球
．
‐
唾
爺
１

噸
２
月
陣
取
り
ゲ
ー
ム
（
け
い
こ
体
育
）

岬
Ｉ
遊
び
の
中
か
ら
学
習
を
つ
く
る
ｌ

《
ぼ
く
ら
は
２
年
星
組
郵
便
局

胸
二
』
言
皀
三
篇
一
言
一
二
一
畳

１１ｍ８

興
味
関
心
を
育
て
る
独
自
学
習
河
川
値
太
郎
岫

丁８０醜２
１５８１嗣祁８

。
‐
唯
椚
と
つ
な
げ
る
弾
数
学
科
の
取
り
細
み
１

８１
９１

桝脚靴８
Ｊ
菫
二
宮
全
言
三
罵
彦
言
鰹
震
昌
一
菖
』
三
豊
童
垂
毫
這
』
』
罵
葛
迄
竪
牙
召
篁
菖
』
一
言
一
二
冒
一
画
昌
一
薑
一
三
量
一
言
【
》
一
言
二
忌
三
言
三
言
三
一
塁
一
一
肩
】
や
言
一
言
言
一
言
二
莨
言
一
言
三
一
言
二
重
室
昌
一
言
二
言
ニ
エ
三
一
二
ヨ
垂
薑
一
二
三
一
ざ
三
二
三
二
一
言
一
孟
三
二
言
三
三
二
三
】
言
二
三
二
言
二
二
三
一

９誼Ｉ

《
特
別
寄
稿
》

算
数
的
活
動
を
コ
ア
に
し
た
埼
吻

黒
１
東
洋
郎
Ｉ

律
的
な
学
び

汽
日

自
分
の
生
活
か
ら
刷

琴
子
ど
も
記
服
部
真
也
岨

水
に
つ
い
て
考
え
る

《
グ
ラ
ビ
ア
》

《
序
文
》

脱
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
脱
省
エ
ネ
森
本

１
年
星
組
わ
た
し
の
ア
サ
ガ
オ

学
習
研
究
目

ｚ
か
し
二
と
学
料
は
た
ら
く
人
に
つ
い
て
し
ら
べ
よ
ゞ
っ

】
魂
二
号
や
首
甦
・
邑
言
豆
一
毎
昌
一
三
三
三
言
君
三
三
一
言
三
三
】
一
言
二
』
一
言
『
一
言
三
一
言
面
三
三
言
皀
三
言
ざ
三
毛
三
房
登
三
号
言
忌
三
三
三
墓
一
三
三
言
三
一
三
』
言
呈
』
言
三
一
首
》
幸
三
諄
一
ヨ
■
一
三
三
面
『
皀
雫
三
面
】
幸
昌
邑
忌
三
一
旨
三
三
】
一
言
一

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

ｌ
学
び
合
い
を
創
り
だ
す
独
自
学
習

次
第
四
五
九
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（
二
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・
一
○
）
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一

針
子
ど
も
と
と
も
に
「
伸
び
て
行
く
」
こ
と
を

《
め
ざ
し
、
「
学
び
合
い
」
を
育
ん
で
い
く
学
級

州
学
び
合
う
子
ど
も
が
育
つ
学
級

画B0Q壷拶な陣 Ｌ
』

「
ま
と
件
岡
澁
尚
畑
岬

奈
良
さ
ん
Ｉ
」
い
う
日
常
の
学
び
‐
“

ｔｌ仙跡１０２
８１

曲
卯

＄

郡
１

Ｊ８
１１８８

Ⅱ

１

束
日
本
大
震
災
の
被
害
と
復
興
を
考
え
る
（
六
年
）
＃
水
・
を
Ⅱ
〃
．
”
”

１脚
２胡１１

い
川
珈
一
鵬
小
Ｉ
Ｐ
１
Ｊ
Ｊ
１
油

ＩＩ

Ｊ
｜
一
族
ぶ
‐
し
ご
と
Ｌ
学
群
（
Ⅱ
｝
Ｉ
恥

“
１
人
〃
、
の
唯
き
ノ
！
．
〃
，

ｊｌｌ

ｌ

ｌ

ＯＢ

子
ど
も
と
と
も
に
創
る
国
語
学
習
‐
鋤

１１４朋８
８

学
習
を
深
め
る
教
師
の
出
方
を
考
え
る
～
内
川
淳
叩
蝿

１

～

Ｉ１刺Ｉｊ
ｌ

ｌ
ふ
り
丘
叩
恥

Ｊ

“
”
ｉ
・
↓
《
側
↑
カ
レ
ー
ラ
ノ
ー
ズ
（
大
椛
‐
）
１

１
１２１

１１

算
数
」
の
律
白
な
学
び
を
ど
う
作
る
か
ｆ
卯
英
徳
畑
い

「
自
勺

け
い
こ

Ｉ
１
１

ｍ

，
１
２
年
け
い
》
舜
教
た
し
節
と
ひ
き
卸
の
ひ
つ
嫌
Ｉ
恥

ｉ

ｎ
ｒ

Ｏ

型
一
之
員
三
一
三
一
三
二
一
一
三
一
三
三
一
一
童
三
三
三
一
己
一
三
コ
一
言
巳
一
言
戸
一
一
言
三
三
二
一
一
一
三
一
三
三
一
言
一
一
三
三
一
一
彗
星
一
三
言
一
三
一
三
二
三
三
一
一
三
弓
一
三
莞
二
二
』
言
一
エ
ー
』
皇
三
三
一
重
『
言
一
三
罠
曽
三
一
一
言
三
一
三
』
言
三
一
『
言
》
一
壷
言
三
一
三
》
■
一
言
三
一
三
』
童
三
一
三
言
一

IⅡ2 工

毒
弓
豆
亜
目
星
垂
拡
丑
韓
』

《
グ
ラ
ビ
ア
》

６
年
月
組
電
子
機
器
を
使
っ
た
学
習

５
年
星
組
音
楽
の
合
奏
練
習

《
序
文
》

「
学
び
合
う
」
と
い
う
こ
と

《
特
別
寄
稿
》

し
み
じ
み
と
す
る
授
業

な
か
Ｌ
Ｉ
金
仏
蛎
咋
一
’
た
い
峰
牙
印
山
学
び
へ
”
い
な
毎
・
パ
毛
恥じ■▲１１３日Ⅱ

昌
言
乏
冨
互
言
冤
冒
章
覺
三
塁
三
三
一
』
蟇
ざ
亀
言
こ
ぎ
三
言
雪
盲
乏
鶯
琴
喜
一
亭
昌
一
冒
一
』
急
二
一
言
這
冨
』
一
言
詮
菖
三
再
一
二
三
至
言
至
言
房
旦
一
塁
三
一
言
一
二
一
畳
言
豊
邑
蛋
一
三
三
三
一
言
一
三
二
三
一
三
三
三
三
ざ
二
言
二
言
二
三
三
』
三
弓
一
言
】
』
身
言
二
一
【
三
雲
三
一
二
三
二
重
二
二
【
三
一
三
二
一
三
一
三

》
』
一
卓
一
三
一
雪
『
二
軍
三必

し
ご
と
⑬

《
実
践
寄
稿
》

命
子
ど
も
記
言
葉
と
思
い
太
田
原
み
ど
り

学
び
合
い
の
基
盤
が
育
つ
学
級

会
員
の
ひ
ろ
ば
咽

表
紙
絵
：
服
部
真
也
、

零
歴
史
に
学
ぶ

⑬
教
師
の
日
記
正
直
で
あ
る
と
い
う
こ
と

学
び
の
宝
庫
「
田
ん
ぼ
学
習
」

学
習
研
究
目

『

一

再

Ｉ
砿
松
隅
泰
に
よ
る
奈
良
の
学
習
法
の
継
砿
と
発
腱
Ｉ

実
践

＝

律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法
ゞ
豊
富
一
薑
璽
電
量
薑
薑
震
臺
一
員
電
言
漆

自

学
び
合
う
子
ど
も
が
育
つ
学
級
Ｉ
曲

Ｉ

一
三
三
一
言
三
『
昌
一
登
三
『
『
昌
一
書
三
一
旨
ざ
三
一
言
三
三
一
言
二
二
童
芸
西
三
二
三
三
』
三
三
』
阜
冒
一
三
三
言
三
言
壹
昌
』
三
三
一
』
昌
三
『
舅
言
菖
『
』
三
一
三
三
一
』
昌
一
■
三
一
三
言
■
三
三
罠
壹
言
三
曽
一
『
一
』
三
一
言
濤
言
“
】
言
』
一
与
三
言
二
言
一

山
路
兵
市
に
学
ぶ

子
ど
も
の
科
学
心
の
啓
培
を
根
本
と

す
る
神
戸
僅
一
蔀
の
「
新
学
習
過
程
」
論

「
し
ご
と
」
学
習
に
つ
い
て
考
え
る

’
し
二
と
学
洲
と
は
伽
か
勘
‐

ｊ

あ
と
が
き
、

カ
ッ
ト
絵
：
嶋
守
哲
夫
・
大
野
木
位
行

次
第
四
五
八
号
（
二
○
一
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・
八
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『岡

偉

《
一
・
罫
置
準
一
旨
冒
”
●
言
言
率
一
薑
唾
・
一
睡
一
二
《
一
司
蛎
囮
一
「
二
一
二
二
一
言
雲
三
一
言
今
言
画
一
雲
冨
言
言
一
軍
二
一
宝
ご
薑
一
一
二
三
一
二
三
一
二
寓
言
二
二
一
言
ご
●
一
言
二
一
言
墓
一
言
一
言
一
言
言
二
言
胃
二
言
一
言
ご
一
言
達
急
一
言
邑
言
琶
篁
二
一
言
逼
二
言
一
言
宮
二
二
二
三
言
一
二
三
三
三
『
一
二
言
一

画■
凸

》

一
一
星
の
み
ん
な
で
夏
を
楽
し
も
一
つ
③
三
年
・
し
ご
と
）
必
／
蝋
》
婚
・
』
川

刃血■
『

ロ
野
０
匹
Ｄ
Ｄ
ｍ
ｕ
■
。
■
凸
ｊ
■
ｆ
■
“
ざ

靴
椚
か
ら
汰
汀
を
繰
り
返
し
迄
脈
い
を
災
塊
す
る
絵
料

０
ｍｇ
▽。
Ｆ

回
。
■
ひｌ

守
一
和
ノ
１
０
〃
－

《
似
ず
十
Ｊ
く
、
心
し
し
｜
食
山
年
・
し
二
ル
’
一
恥

１１町５１１

１
脚
抑

９８咽
昌
一
亘
鮭
一
童
三
一
當
置
』
一
言
三
三
胃
ご
言
宰
登
三
三
篁
薑
』
一
君
君
達
寺
量
一
二
堂
二
二
号
一
言
露
窪
冒
ご
身
巨
壼
冒
毎
一
言
甦
言
岳
一
『
言
二
一
三
三
言
雪
至
言
一
一
壽
呈
一
三
三
三
三
雲
二
一
三
三
一
二
三
蔓
三
三
三
一
二
一
筐
二
Ｅ
』
■
【
三
三
一
号
一
言
二
三
面
三
二
二
一
差
一
二
三
一
』
三
二
二
三
言
”
弓
一
三
一
牙
三

０ 醍
宰
至
言
一
二
畳
二
薑
舅
三
一
三
一
『
薑
一
幸
蒼
言
ニ
ー
ニ
三
三
言
塾
言
言
壼
言
写
二
三
二
言
一
二
量
言
蒐
三
一
壹
差
一
薑
二
言
』
差
三
一
蟇
二
言
三
豆
二
二
三
一
薑
至
言
》
雲
三
一
三
毒
一
言
一
二
胃
二
言
二
言
言
身
一
三
言
言
一
言
三
三
言
』
三
雲
一
三
三
薑
甦
二
三
一
三
電
三
一
言
三
一
言
二
一
三
菟
鼻
垂
三
二
言
三
一
三
一
菫
三
三

帥

Ｌ
翌
畠
も
』
ざ
亀
回

《
実
践
寄
稿
》

自
分
と
仲
間
の
考
え
を
関
係
づ
け
、

数
学
的
な
思
考
を
育
み
拡
げ
る
授
業
邪

六
年
化
図
形
の
批
火
と
縮
小
の
災
践

学
校
だ
よ
り
棚

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
槻

炎
紙
：
入
野
水
は
け
・
カ
ッ
ト
絵
：
鵬
叩
価
火

《
特
別
寄
稿
》

《
木
下
の
言
葉
》

《
グ
ラ
ビ
ア
》

今
し
ご
と
佃

争
け
い
こ
⑥

琴
移
か
よ
し
⑰

私
た
ち
の
学
校
の
表
現
運
動
版

く
ら
べ
て
考
え
る
ｋ

ど
う
小
つ
の
赤
ら
や
人
一
岬
｝

私
た
ち
の
く
ら
し
を
見
つ
め
よ
う
“
‐

や
平
成
の
学
習
法

学
校
教
育
に
お
け
る
「
学
び
の
自
己
組
織
化
」

奈
冥
玄
子
大
挙
跡
唾
幼
潅
蝿
・
の
牽
汝
の
牽
鉦
猛
勤
か
ら

「
学
び
の
履
歴
を
書
く
」
こ
と
の

意
義
と
そ
の
方
法

学
び
を
ふ
り
か
え
り
生
活
発
展
に

つ
な
げ
る
学
習
の
ま
と
め

「
学
習
の
ふ
り
か
え
り
」
か
ら

生
ま
れ
る
も
の

判 な
か
よ
し
音
楽
会
。
書
作
展

学
習
研
究
目

教
師
の
日
記
日

断
作

「
奈
良
の
学
習
法
」
の
、
ャ
ゞ
瞳
・
師
り
い

却
榊
Ⅷ
，
■
１
１

根
底
に
あ
る
も
の
ｆ
ｌ
才
‐

律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

自

室
』
一
言
一
三
三
言
三
一
三
壽
三
』
二
二
一
二
三
皀
三
『
三
一
曲
《
折

「
び
の
の
調
Ｉ
州

学
履
歴
表
現
二
’

１「
し
ご
と
」
学
習
に
つ
い
て
考
え
る

’
一
‐
〃
，
↓
．
’
岬
仙
も
ツ
ー

現
在
の
「
け
い
こ
（
算
数
）
」

学
習
法
の
特
長
と
課
題

自
律
的
な
生
活
を
作
る

「
リ
ー
ダ
ー
会
」

用
の

記

を
綴
る

発
展

次
第
四
五
七
号
（
二
○
一
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・
六
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子
ど
も
が
作
り
上
げ
た
「
け
い
二
算
数
」
の
か
た
ち
②
咋
卯
塊
裡
卿

８８１噸
１１配＃Ｉ

１
Ｎ
Ⅱ
肌
ｆ
ｒ
月
日
Ｉ
ノ
何
ｆ
Ｗ

ｌ

脚
ｆ
Ｉ

６
年
け
い
一
諏
放
場
合
を
順
序
よ
く
雌
叩
し
て
‐

８１
Ｊ汀７１１館８

１１

独
自
学
習
か
ら
学
習
を
始
め
る
取
り
組
み
河
Ⅱ
立
太
耶
州

１８８０，０
１０，ｉ

ｎ
、
①
凸
Ｐ
廿
１
１
５
１
０
川
１
１
０
１
１
戸

０８

￥
．
ご
一
◆
”
ハ
叩
Ｉ
－

ｒｌ
期

力

祁＄１１３堀１
０，

豆
》
鳶
身
牙
『
画
琵
一
勇
二
痔
喫
一
歪
麓
苛
呈
一
軍
翌
諒
邑
三
再
鍾
一
身
圏
二
目
妄
訂
竪
二
乱
舅
や
壽
蚤
』
二
与
卓
言
三
言
写
一
一
言
一
言
ご
』
亘
蔓
差
冒
］
一
言
淫
『
『
直
』
一
耳
垂
二
言
『
二
言
Ｅ
一
言
毒
一
言
二
一
二
言
一
言
豆
一
言
毒
一
胃
二
三
二
一
言
三
面
一
言
一
二
二
一
登
曼
一
二
二
一
三
『
言
一
言
票
二
三
三
三
』
宮
窪

教
師
の
日
記
朝
の
会
で
伸
び
る
力
人
Ｗ
秤
〃
ｊ
剛

手
》
一
‐
・
準
一
唖
一
』
一
屋
Ｆ
・
・
目
睦
匪
哩
砺
』
痒
・
・
一
一
一
一
零
畳
一
旦
』
雪
毎
コ
且
』
二
三
一
『
『
昌
一
罠
三
二
言
包
二
言
言
言
華
一
三
言
一
一
壽
菖
己
一
二
三
域
乏
當
三
一
『
風
三
宕
言
一
二
罠
三
こ
二
弄
一
迩
一
召
昌
二
言
空
五
言
言
宮
宅
君
語
三
三
言
至
言
吾
守
量
二
言
言
言
吾
一
三
署
再
寓
一
望
呂
冒
畔
一
『
一
二
一

漫
言
霄
三
』
二
目
ご
言
篁
浸

画亀削０

本
当
に
原
子
力
発
電
は
必
要
な
の
か
吸
水
英
抑

鴎恥

》
１

１４

。
ｌ
こ
れ
か
ら
の
Ⅱ
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
‐
－
－

９
■

■
６

凸

９０
Ｆ

■

ｂは暁
融２

各
己
の
発
倉
造
」
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
体
験
を
大
野
水
Ｌ
Ｍ
ｒ
洲

Ｉ

「
自
１

８８８１８１
９１回８８６

瀬
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
＆
〃
－
１

１

■
■
Ⅱ
■
寺
凸
・
寺
凸
一
己
■
●
毎
Ｌ
《
Ｕ
ケ

ー“
‐
‐
似
た
地
圭
，
レ
ー
乢
十
ろ
オ
ｒ
一
マ
ク
々
Ｉ
印
、
印
１
↑
力
‐
ｌ
‐

１８牌

心
伊
』
で

生
活
の
気
づ
き
↓
友
だ
ち
と
の
閏
わ
り
が
這
究
を
葎
め
て
い
く
リ
ド
リ
８
“

郵助ｆ
ｌｌ脚

也
ｌ
：

８１１１

施
●
４
Ｊ

研
究
Ｓ
「
生
活
即
学
習
学
雪
即
生
活
」
を
目
指
し
て
Ｉ
イ
ー
岬
帥

自
由

財
０１録

が塊Ｉ８戸至
冒
毎
首
こ
こ
濁
言
芦
言
亀
一
喜
一
罫
迅
冒
』
一
言
登
乏
曽
蓉
言
三
雲
再
』
一
言
一
葛
二
言
客
一
雪
二
言
二
一
口
三
』
言
再
豆
薯
盲
一
乏
宮
二
一
言
聿
喜
一
言
乏
二
塁
一
言
》
垂
豊
三
豊
雪
』
薫
三
一
首
一
三
三
工
一
薑
三
言
三
三
』
一
言
雲
言
二
一
三
一
二
号
』
言
毫
勇
一
三
二
一
三
三
言
罠
喜
』
一
言
三
一
三
一
言
一
一
二
三
言
巽
言

卯

函
言
簔
曇
“
ロ
皀
湧
ご
』
冒
画
笹

山

《
実
践
寄
稿
》

教
科
書
の
『
活
用
』
を
考
え
る

３
年
算
数
科
何
傭
て
し
よ
う
の
裳
践
か
ら

《
木
下
の
言
葉
》

感
情
の

《
グ
ラ
ビ
ア
》

《
特
別
寄
稿
》

「
存
在
勢「論

学
校
だ
よ
り
鋤

擬
紙
：
大
野
水
位
行

拳
し
ご
と
⑰

今
け
い
こ
⑤

零
移
か
よ
し
⑰

体
験
的
な
学
び
を
支
え
る
校
外
学
習
⑥
⑦

今
平
成
の
学
習
法
学
習
法
と
読
書
法

自
律
的
学
習
法
に
よ
る
自
由
研
究

自
発
活
動
の
能
力
を
伸
ば
す

自
由
研
究
の
指
導

学
習
研
究
目

的
な
つ
な
が
り
」
と

「
認
識
論
的
な
つ
な
が
り
」

発
展
に
努
め
る

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法
内
舅
三
三
三
三
』
』
言
一
言
『
写
達
三
昌
言
三
重
三
『
言
一
堂
一
ｆ

ｌ
「
自
由
研
究
の
表
現
」
論
Ｉ
州

「
し
ご
と
」
学
習
に
つ
い
て
考
え
る

Ⅷ
１
，
１
↓
‐
ザ
．
ｆ
‐
恥
巾
カ
ー

そ
の
後
の
「
教
育
描
造
の
改
善
」

と
「
各
種
能
力
指
導
系
統
表
」

な
か
よ
し
行
事

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
鋤ｆ

カ
ッ
ト
絵
：
．
良
堪
ｊ
万
‐
：
、

、
心
、
川
醐
β
・
び
り
．
９
『
。
ｒ
卜
膨
も
，
〃
“
〆

次
第
四
五
六
号
（
二
○
一
二
・
四
）

11』

イ】 芥 ＄
{’ 1

／
／
／

ト
ト
‐
Ｉ

１
１盲ｆｌ|l

fl l
仏

森 | ｜

ｲﾐ| ｜
仏；岡ﾉ}く 水 i$¥脇 l11あ

と
が
き
砲

|･' i 蕊 幽
IIM
F

I･

腱

fl l 尚 尚』W』
ドーI

IrFj 夫 j

1262 6()j '58ノ (1）ハ
ｈ

一
句 ( .1 )ｲ24） b

－
１ ＃'ロェ則8㎡

I

寸
や

、

I

奈良女子大学附属小学校学習研究会・編集一20124第456号

り
色

1

一』』



評
圭
一
露
巨
一
一
言
一
言
蛋
菖
雪
一
置
一
亀
言
言
建
旦
喜
菟
景
喜
一
三
豊
菖
一
冒
婁
逢
塁
言
謹
乙
冒
言
蓬
孟
一
三
畳
一
三
冨
亀
喜
一
三
越
一
二
景
言
甦
薑
三
一
三
一
富
豪
垂
一
急
募
三
亀
三
二
亀
冒
一
三
二
一
冨
↑
一
言
一
二
三
一
言
二
一
譽
冒
二
言
二
一
言
冤
薑
二
言
壱
二
三
二
一
三
一
垂
二
三
量
迄
言

粕
壁
冒

嘩

子
ど
も
が
つ
く
る
グ
ル
ー
プ
な
か
よ
し
の
活
動
巾
戦
ｆ
帆
》

９

Ｗ
Ｆ

■

■

ｐ

■

■

ａ
ｒ

証ユ
甲８

Ｊ
Ｏ
Ⅱ
１
０
Ｍ

１１

保
健
グ
ル
ー
プ
川
の
雌
順
を
膠
え
る
：

ＩＤ
前ｑ

Ⅷ
Ｍ

２

叩
出
口

型
ミ
ニ
言
一
再
一
呈
篭
言
壹
貧
乏
卓
曼
』
吟
言
淫
一
二
三
一
Ｅ
』
一
達
一
昌
牟
言
画
一
エ
ニ
言
牙
胃
二
一
召
三
一
言
』
菫
ゴ
』
一
言
三
一
雪
邑
一
律
毫
鍾
巽
壹
』
三
一
一
章
言
一
言
二
一
三
二
一
豆
宕
三
二
一
一
一
言
冨
二
三
』
一
言
至
言
雪
■
皇
宅
二
苔
ロ
言
】
車
二
二
ご
】
三
二
二
三
言
』
一
三
二
一
二
房
三
三
一
二
三
二
一
三
】
』
一

I“10輔8800剛'j‘鴎BBOf“附認ljtt期R“ぬ－超
一

言
童

子童身

東

《
木
下
の
言
葉
》

《
グ
ラ
ビ
ア
》

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
全
体
行
事
か
ら

《
特
別
寄
稿
》

「
奈
良
の

教
師
の
日
記
先
生
と
し
て
、
卒
業
生
と
し
て

零
し
ご
と
⑩
「
し
一
」
と
」
の
問
題
点

（
昭
和
塊
年
度
）

今
け
い
こ
④
実
雛
鰄
瀧
加
納
趾
泳
飢
峰
卦

拶
心
か
よ
し
⑩
な
か
よ
し
給
食
幼
小
給
食
交
流

《
実
践
寄
稿
》

粘
り
強
く
追
究
す
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て

魂
圃
套
８
豆

必
平
成
の
学
習
法
「
し
ご
と
」
の
価
値
を
問
い
直
す
杉

教
師
は
共
学
者
で
あ
り

ま
た
指
導
者
で
あ
る

炎学
紙校
；だ

ﾉ<よ
り!fり
水
i,t68
ｲ「

日
本
大
震
災
の
被
害
と
復
興
を
考
え
る
（
六
年
）

人
”
、
の
牝
き
〃
に
学
ぶ
し
ご
と
殺
群
（
１
）

子
ど
も
が
作
り
上
げ
た
「
け
吟
」
算
数
」
の
か
た
ち
①

学
習
と
生
活
を
つ
な
ぐ
日
記

日
記
指
導
の
要
点
と
日
記
の
効
果

み
ん
な
で
創
る
五
年
星
組
の
合
唱

学
習
研
究
目

一二

一

戸

一

再

一

一

】

ロ

年
生
の
日
記
の
育
ち

Ｇ
Ｌ
０
Ｊ
麦
ｑ
Ｏ
ｕ
Ｄ
ｐ
、

，
八
〃
ノ
ｕ
‐
，
Ｉ

・
Ｕ
ｄ
ｑ
け
■
８
口

b

fr・

け
い

卿：
放

甥
／淫
1 1

を
1I1(I

序
よ
く

,朧
III!

L
て

ノ、

年

総
／へ
【 】

二

,'1
カ．
心

(ﾉ）

1〃え
刷

の
J1：

ノミ

催

学
習
法
」
を
培
う

教
育
実
践
研
究

昌
画
⑬
”
目
『
卑
叩
亘
冒
白
山
呂
呂
辱
叱
亘
昌
単
姻
呂
匡
』
小
口
畠
“
利
目
目
ロ
軸
。
呂
事
Ｐ
や
一
】
旨
画
叩
呂
目
ロ
叩
。
邑
唇
幸
叩
呂
二
白
叩
。
言
口
唇
叩
。
呂
事
ワ
叩
呂
言
ご
恥
α
“
冒
叩
ｂ
」
目
仙
昌
亭
ロ
小
呂
旨
・
恥
呂
】
君
小
今
呂
弓
叩
ロ
“
号
恥
邑
苦
吟
小
呂
一
』
。
叩
呂
冒
叩
呂
冒
叩
畢
二
至
言
三
一
三
一
言
言
凸
三
二
三

・

０
日

●

８

－

Ｊ
し
名
１
ウ
ー

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法
喜
寄
】
』
冨
孟
』
雪
三
竺
量
雪
三
達
三
言
乏
一
言
ざ
三
一
Ｆ

ｌ
「
日
記
の
表
現
」
論
Ｉ
御

会
員
の
ひ
ろ
ば
船

Ｉ
・
ゾ
ド
ｊ
－
ｒ
１
ゞ
ミ

カ
ヅ
ト
絵
：
Ⅲ
ぐ
ず
‐
ノ

〃

・
４
１
引
当
、
Ｋ
８
《
一
仏
羊
一
聖
悟
記
伽
筈
一
上
一
ト
ー

ミ
豈
一
郡
司
へ
ご
耐
昨
濁
幸
試
冨
く
式
『
凶
蒔
、
ご
』

水
｝‘'’
1

I ，
ロ

ノ

詞
’Jj

lIlｲI

次
第
四
五
五
号
（
二
○
一
二
・
二
）

■
■
副
ロ
ー
Ｊ

↓０
１

00 ．
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l ll
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が
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Ｆ
も
ｈ
Ｐ
白
け
ｑ
○
４
吟
４
。
』
ｐ
功
岨
・
回
も
ｑ
■
Ｆ
ｌ
ｌ
１
４
４
‐

口
同
ご
』
唾

合

・

８

０

申

Ｄ

Ｏ

４

け

■

■

ｂ

″

■

、

ゆ

ｂ

Ｏ

ｈ

ｑ

４

・

も

ｄ

Ｊ

０

k
１
。
■
ｕ
口
Ⅱ
凸
。
■
０
■
■
今
４

，
０
。
、
１
６
４
１
■
６
グ

ー
Ｉ
１
Ｊ
、
ｈ

ｉ
ト
ド
』

み
と
り

災 力il l 筵

『l l
j･

４
１
需
０
・

●
も
Ｊ
Ｄ
Ｂ
Ⅱ

〃
、
Ⅷ
ｕ

ｌ

ｌ

、
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ｌ
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１
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に
一
二
言
三
一
冒
』
三
豊
壱

刺１３０１８８吋山評
二
一
圖
一
盲
一
己
量
』
量
一
譽
壺
亀
喜
一
書
ニ
ー
ニ
言
雰
覺
号
ざ
毛
一
喜
一
言
葛
登
言
言
喜
一
蔦
ざ
雲
一
言
一
言
｜
喜
一
言
室
二
言
》
一
三
一
薑
雪
盲
一
壱
一
』
一
量
一
言
一
貫
”
言
壽
一
冨
一
菖
一
薑
室
一
言
『
『
一
言
一
三
一
』
一
三
蓬
三
面
一
三
三
薑
二
一
三
二
一
雲
三
一
言
登
言
壹
薑
一
三
二
言
室
三
一
一
言
一
言
』
一
言
君
君

歌
い
方
を
考
え
合
つ
中
で
音
楽
の
理
解
を
深
め
る
巾
寸
ｆ
則
州
》

８０１側Ｉ
帥Ｉｌ

ｒ
ト
－
０
月
畑
１
〃
名
４
１
１
“
ｉ
Ｉ
師

ｔｒｔ

マ
ハ
フ
』
を
歌
お
う
（
冨
年
）
‐
》

山
ｌ
］

ｌ

叫
１

７

０

叩
三
一
二
一
二
』
言
二
一
旨
二
一
三
二
一
三
二
一
言
罠
一
三
重
二
一
當
馨
窪
一
三
一
言
宕
一
害
一
】
一
一
三
二
一
二
三
一
差
三
一
一
畳
』
一
言
二
一
痘
昏
二
一
｛
三
二
一
言
垂
一
三
二
一
二
二
一
画
冨
雲
二
一
三
二
■
三
二
一
三
一
■
二
三
』
二
【
二
『
一
三
一
』
』
寓
言
一
一
言
一
二
一
二
二
一
二
二
一
一
淫
二
画
》
三
二
一
二
霊
一
三
三

》
体
育
学
習
で
の
「
書
く
活
動
」

》
け
い
こ
（
造
形
）
に
お
け
る

「
ノ
ー
ト
」
論

《
グ
ラ
ビ
ア
》

体
験
的
な
学
び
を
支
え
る

校
外
学
習
④
⑤

《
木
下
の
言
葉
》

児
童
生
徒
を
信
用
せ
よ
、

無
用
の
拘
束
を
去
れ

零
平
成
の
学
習
法
今
一
歩
の
裁
縫
学
習

④

《
特
別
寄
稿
》

”

一

一

一

一

一

】

『

一

一

一

一

一

』

『

一

一

二

二

一

教
師
の
日
記
遊
ぶ
こ
と
即
学
ぶ
こ
と

参
し
ご
と
⑨
一
華
匪
撫
碓
薙
獣
（
昭
溺
垂

争
け
い
こ
③
「
け
い
こ
」
の
あ
り
方

今
な
か
よ
し
⑨
自
律
的
な
学
び
を
支
え
る

「
学
級
な
か
よ
し
」

《
実
践
寄
稿
》

授
業
づ
く
り
の
基
礎
と

仲
間
と
支
え
合
う
研
究
活
動

谷
岡
実
践
か
ら
得
ら
れ
る
生
活
科
へ
の
示
唆

Ｉ
平
成
二
十
二
年
度
一
年
月
組
で
の
参
与
観
察
か
ら
Ｉ

Ｊ

学
校
だ
よ
り
船ｉ

表
紙
：
大
野
木
位
行

理
科
学
習
に
お
け
る
書
く
指
導
の
階
層

不
思
議
か
ら
気
づ
き
を
広
げ
る

く
ち
ぱ
し
（
・
年
）
Ｉ

わ
ら
べ
う
た
学
習
に
お
け
る

子
ど
も
の
遊
び
の
変
容

二
星
の
み
ん
な
で
夏
を
楽
し
も
一
つ
②
三
年
↑
し
一
」
と

学
習
研
究
目

〆
乖
仙

吋
椚
か
ら
献
行
を
繰
り
返
し
て
脚
い
を
狸
現
す
る
齢
群

ﾂ111
1'1
●｡'毎

J・

脾ノ
】
吾
叩
里
・
・
叩
呂
冨
凸
北
呂
弓
二
亜
呂
君
Ｐ
平
三
号
ヰ
叩
呂
昌
ご
小
呂
胃
中
宇
二
』
■
卵
呂
呂
芭
、
呂
呂
宇
中
凸
畠
目
地
呂
呂
・
叩
や
目
冒
罪
呂
二
・
小
二
『
【
『
三
』
』
》
吾
電
畠
』
二
』
詫
三
』
一
二
一
壽
冨
一
二
一
邑
毎
一
一
』
』
屋
三
面
宕
二
』
一
言
毎
号
一
戸
・
曲
呂
呂
一
北
畠
】
目
や
呂
浸
“
北
房
弓
・
叩
呂
画
冒
叩
呂
・

律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

自

壽
一
言
【
雪
言
壹
言
三
一
臺
口
言
菫
言
ざ
一
』
一
三
汀

「
活
動
の
多
い
学
習
の
ノ
ー
ト
」
論
Ｉ
鋤

Ｉ
ワ

グ

マ

■
■
１
８
日
日
■
Ｉ
己
■
■
一
■
■

１
０
Ｊ

』 。

iいノ

ｊ

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
噸

カ
ッ
ト
絵
…
嶋
守
哲
夫

ｌ
卜
・
レ
ポ
ー
ー
の
蜘
巡

次
第
四
五
四
号
三
○
二
・
三
）

士 大
野
水

堀阪 芥藤
白
■
ｑ
ｆ
Ｊ

Ｉ
ｒ

今
叱
〃
夕
？
０小 太

／
／
〆

凸
ｂｌ閥 Ｕ

和
佐

職

井 ｲx 本
三
和
子

岡原 臓
？

９

５

二ｌ
ｂ

’

１

，

０

口

。
田 水 野 樺

あ
と
が
き

|,ン妙
子

旗友
悉
岨

秤

↑」 災秀
ｄ

Ｔ

４

炉

心
・
８
Ｊ

。
ｆ
一

．
財
Ｊ
０
■
９ 尚 篭 叩

刃

郡

Ｕ

Ｆ

Ｂ

・

Ｔ
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一

ざ
』
二
畳
一
貫
遷
勇
豊
三
宰
客
雲
辱
一
打
辱
電
風
三
言
三
一
三
つ
言
皀
窪
后
言
罵
三
胃
舞
夛
置
丞
一
露
一
言
堅
電
旨
厚
言
甦
一
冒
潭
画
息
言
巨
二
言
三
一
罵
一
二
言
三
胃
ご
冒
垂
趣
三
豊
豊
ニ
ー
暑
巨
量
一
言
三
冒
写
§
一
一

体
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う
細

Ｌ
（
：
作
，
）

１１
１町８

０

１

０１１

０ｍ
三
三
君
臣
『
一
三
二
二
三
全
一
三
一
二
三
一
二
三
一
【
一
三
一
三
二
一
三
三
一
言
三
一
三
三
言
】
二
一
三
】
一
三
一
垂
三
一
二
三
二
毒
至
芸
ロ
ー
再
『
妄
三
一
二
三
一
言
三
一
二
三
一
三
』
釜
一
三
一
三
一
』
二
三
二
号
壼
三
』
二
三
二
二
三
一
三
二
一
三
二
一
二
三
一
二
三
一
言
望
一
二
三
言
二
塁
起
善
■
雲
二
一
宙
言
詩
二
三
一
三
三

１

教
師
の
日
記
子
ど
も
の
思
い
職
押
友
番
別

一
し
一
」
と
」
形
成
窪
の
実
践
～
、
ｊ

余
し
ご
と
⑧
川
Ｊ
幡
雁
刷

塞
に
目
宿
し
て
い
た
圭
践
・
晒
和
郡
年
竺

琴
け
い
こ
②
「
け
い
こ
」
と
は
Ⅱ
和
佐
尚
刑

《
グ
ラ
ビ
ア
》

体
験
的
な
学
び
を
支
え
る
校
外
学
習
③

体
験
的
な
学
び
を
支
え
る
活
動

《
木
下
の
言
葉
》

他
律
的
教
育
思
想
を
一
掃
せ
よ

叩
Ⅱ
‐
〃
１
力
ｒ
川
い
‐
Ⅱ
腰
咽
」

寺
■
日
■
Ｐ
。
、
、
、
．
、
。
〃
、
■
３
０
Ｊ
１
１
．
一

参
平
成
の
学
習
法
体
操
的
唯
活
を
繩
州
乢
脈
育
阪
水
蛭
‐

１
国
園
自
囑
蜑
讓
樟
埠
籟
Ｉ
…
…

《
特
別
寄
稿
》

一

一

一

一

一

』

一

一

》

“

一

《

画

一

｝

一

一

一

一

一

《
実
践
寄
稿
》

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
伝
え
合
う
一
」
と
の
す
ば
ら
し
さ
速

川
年
雑
ｎ
い
ぼ
う
し
の
実
践

学
校
だ
よ
り
帆
‐

会
員
の
ひ
ろ
ば
的

炎
紙
：
大
野
水
位
行
・
カ
ソ
ト
絵
：
嶋
守
衡
夫

新
た
な
独
自
学
習
を
生
む
相
互

書
く
こ
と
の
よ
さ
と
そ
の
指
導

相
互
学
習
を
記
録
す
る
学
習
ノ
ー
ト
づ
く
り

モ
ン
ゴ
ル
国
と
日
本
の

必
な
か
よ
し
⑧
「
な
か
よ
し
」
の
「
風
土
」

二
星
の
み
ん
な
で
夏
を
楽
し
も
う
三
年
・
し
ご
と
）

吋
術
か
・
い
献
灯
を
繰
り
返
し
て
願
い
を
火
恥
十
る
誰
群

子
ど
も
と
進
め
る
「
川
の
学
習
」

凶
年
牝
、
年
間
の
し
ご
と
鹸
料

学
校
探
検
を
し
よ
う
（
し
ご
と
）

斗
近
な
樅
斫
の
小
か
一
い
、
分
の
Ⅲ
界
を
広
げ
る
学
桝

低
学
年
の
食
の
学
習
（
事
例
①
）

学
習
研
究
目

次
第
四
五
三
号
三
○
二
・
’
○
）

三
一
二
二
三
三
二
一
一
』
三
一
言
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言
壽
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言
三
二
三
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二
一
一
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一
合
二
邑
一
雪
男
三
一
堂
三
二
』
』
二
二
一
』
画
一
雲
二
三
再
呂
言
二
三
一
二
毒
皇
一
三
二
三
宕
一
》
一
二
三
『
三
二
一
二
二
一
三
二
一
二
宕
言
■
二
二
二
一
二
二
一
言
二
三
一
言
一
二
三
一
二
一
二
一
三
二
一
章
二
二
口
身
雷
一
二
三
一
一
二
三
一
宕
二
二
一

１

I･』多1
1‘1

ノ）

１
１
を
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え
ろ教
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胃
密
一
§
畢
昌
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昌
一
言
二
壬
言
諺
一
貫
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軍
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亀
冒
言
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箆
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喜
壬
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》
け
い
こ
自
－
ト

（
算
数
）
の
独
学
習
と
ノ
の
活
用

師０１３唖０
戸
琶
蒼
言
三
雲
蚕
享
登
言
軍
言
三
爲
尊
琴
言
二
重
一
事
一
電
再
』
一
宝
亀
一
Ｅ
』
一
萄
旦
二
畳
琴
訂
豊
一
葺
き
遇
一
貫
画
戸
言
”
三
一
耳
鼻
『
三
三
舅
三
ｇ
害
一
喜
一
房
室
署
妄
言
三
房
二
痔
『
一
ｚ
言
三
一
譽
一
冨
一
ざ
筈
二

笛
意
竪
一
菌
篁

期５稗

朝
の
会
（
な
か
よ
し
）
町
ト
リ
山
畑

８８帥００
８１ｎ

ｔｌ
Ｏ

邪
Ｆ
９
１
ｌ
○
ノ
ー
Ｉ
ｄ
ｊ
ｌ
１

１

“
ｌ
惟
祇
の
舎
萎
を
ど
の
上
一
足
し
て
炎
呪
に
つ
な
げ
る
の
か
Ｉ
“

１１

噸
狐

１１

Ｍ

ｔ

律
的
な
読
み
を
深
め
る
教
師
の
出
方
そ
の
二
刈
Ⅱ
津
州
恥

１１

自

邸
Ⅱｌ

刺
１
１
ｉ
０
Ｉ
Ｊ
１
”

＃
』
（
八
年
）
岬

叶

㈱
ｌ
物
語
↑
ｋ
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン

側Ｉ
州
三
一
一
三
一
一
言
昌
一
一
一
毒
一
一
三
二
一
二
糞
》
一
言
三
一
一
二
二
一
雪
塞
一
雲
一
二
一
言
二
一
二
三
】
一
一
言
署
一
室
三
一
三
二
一
三
一
】
一
二
三
一
召
三
一
二
三
一
二
一
二
一
『
雰
雲
一
二
一
二
一
』
一
三
一
一
二
二
垂
二
二
一
一
三
一
一
舌
三
一
一
寓
言
一
三
二
二
一
一
言
』
苦
言
一
一
三
一
↓
』
冨
差
戸
一
二
毎
一
毒
ご
一
色

冊

《
木
下
の
言
葉
》

（
独
自
）
学
習
指
導
の
形
式
３
発
問

（
１
～
９
の
内
の
３
）

《
グ
ラ
ビ
ア
》

体
験
的
な
学
び
を
支
え
る
校
外
学
習

《
特
別
寄
稿
》

子
ど
も
に
と
っ
て
の

Ｉ
身
体
運
動
学
の

《
実
践
寄
稿
》

地
域
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て

て
年
『
お
肚
話
に
な
っ
て
い
る
人
』
の
実
践

『
『
三
三
二
』
言
『
一
室
二
二
三

独
自
学
習
の
ノ
ー
ト
制
作
に
よ
っ
て
育
つ
も
の

必
平
成
の
学
習
法
学
習
法
と
異
学
年
交
流

争
移
か
よ
し
⑦
グ
ル
ー
プ
な
か
よ
し

教
師
の
日
記

や
し
ご
と
⑦

今
け
い
こ
⑪

ｊ

学
校
だ
よ
り
鎚

炎
紙
：
．
大
野
水
位
行

家
の
近
く
の
地
層
調
べ
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

ｌ
（
年
蠅
研
，
祭
腿
の
人
地
の
し
く
み
と
斑
化
の
輪
御

子
ど
も
の
発
想
力
・
思
考
力
が
活
発
化
す
る
題
材
を

学
習
研
究
目

一
吋
弓
彊

習
ノ
ー
ト
に

活
動
（
「

場
叩
か
変
わ
る
牧
紙
些
峨
｛
乏
年
小
）
の
火
雌
か
一
隅

二
】
竺
雲
言
壷
』
皇
君
画
二
三
丘
言
三
】
婁
呈
一
室
一
二
一
三
星
一
言
三
壱
三
一
》
房
己
一
室
言
一
身
三
一
一
一
三
一
二
三
』
』
一
雷
二
一
二
二
二
一
當
言
垂
一
三
一
召
毒
与
雪
袰
二
宮
雪
一
言
三
一
三
二
一
三
】
二
一
二
二
一
三
雲
二
三
一
言
一
二
一
二
一
三
一
三
二
二
言
二
一
三
色
震
三
一
二
三
一
弓
三
一
言
一
二
一
冒
二
』
二
男
一
二

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

三
一
胃
毫
蔓
童
三
一
』
一
三
菫
昌
幸
【
言
三
三
』
』
Ｆ

１
「
独
自
学
習
の
ノ
ー
ト
」
論
Ｉ
崎

子
ど
も
か
ら
学
ぶ

ロ
ー
」
と
」
形
成
産
の
圭
践
＄

垂
に
目
宿
し
て
い
た
圭
睦
③
｛
昭
和
華
年
壁
）

「
け
い
こ
」
が
生
ま
れ
る

こ
の
発
展
を
図
る

習

会
員
の
ひ
ろ
ば
的

カ
ソ
ト
絵
：
嶋
守
衡
夫

１

運
動
の
習
得

視
点
か
ら
Ｉ

を
書
く 次

第
四
五
二
号
（
二
○
二
・
八
）

吾
芸
置
嗜
毎
罫
一
壬
昌
二
言
差
冒
ぎ
こ
壬
這
蕊
三
一
言
一
二
宮
電
星
言
玉
一
喜
一
言
二
言
三
二
三
ｚ
言
二
一
、１

藤
原
素
子

ll1,’ 、
６
１
Ｊ

ノ |:I I ｜ ｜

f1 1
仏3

谷『I Ｈ
和
佐

、
Ｉ
Ｊ
ｊ

ｆ １－１
。
γ
皿
汀
’
９ 件上

野
ｲく

柳 lllf II1岡 ||職I 1 1 1 1 |耐あ
と
が
き

災 ,蝿
III!

r

6

純 誰 '膜
太
[!|j

瀧'17

袖 '龍 尚1
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4 1

1ド'】 ｲI Ｉ
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Ｉ
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子
ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
す
保
健
指
導
中
ｆ
伽
《

《

且口

守
。
ｇ函邸

凸
弔

血

救
側
“

Ｍ

肌
Ｊ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ

孤

曼
・
ド
ー
歯
み
が
き
橘
人
に
な
ろ
う
」
の
突
朧
‐
‐
》

８

口

・畑

ノ
ー

Ⅷ４

叩
加

■

、
邑
三
二
言
三
三
重
一
室
二
二
一
二
一
二
】
一
二
二
一
三
一
重
一
二
』
二
言
言
二
二
二
【
一
二
一
二
二
二
二
言
一
基
富
一
三
一
二
『
三
一
二
二
一
至
言
二
二
二
一
》
二
二
一
口
二
『
二
一
垂
』
二
三
一
二
↓
二
二
詩
二
二
二
一
】
禺
言
一
二
二
二
二
二
】
』
『
一
二
三
三
二
一
琴
三
二
一
二
一
二
一
雪
二
二
一
言
》
二
二
二
差
二
二
否
『
二
】

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
１

教
師
の
日
記
畔
柳
塊
徳
副

何
を
学
ぶ
か
！

庁
い
｝
」
一
と
Ｃ
一
」
と
｛
巫
怯
確
奉
硫
文
よ
２
、
い

琴
し
ご
と
⑥
。
‐
’
１
：
！
＃
‐
小
幡
聡
５

１
口
△
■
Ｉ
ａ
Ｂ
．
こ
■
■
ダ
ニ
■
ノ

や
ｊ
ｆ
〃
筑
釘
抄
】
，
〃
Ⅱ
ｒ
灯
０
２
〃
‐
‐
，
‐
‐

け
い
こ
自
分
を
見
つ
め
直
す
ｌ
↓

命
内
Ⅱ
淳
詔

（
国
語
）
⑥
「
さ
ら
な
る
独
自
学
習
」
‐

争
移
か
よ
し
⑥
な
か
よ
し
広
場
芥
岡
獲
向
帥

主
体
的
に
学
習
生
活
を
垣
」
す
中
で
高
ま
る
与
り
か
一
え
り
関
ド
句
也
畑
“
》

麺８４
期鐸８琴

駁
ｆ

”
１
１
年
盤
組
と
共
に
学
ん
だ
こ
と
か
ら
‐
‐
“

釦５

秒
Ｍ

崎《
一
三
婁
言
室
篤
葺
一
二
一
層
雲
量
一
言
宮
ざ
室
一
豊
富
一
乏
量
富
一
二
景
言
二
一
房
再
壹
二
一
童
一
言
室
喜
一
豆
一
二
冒
言
二
言
言
員
君
昼
言
三
富
潭
量
鐘
薑
痘
二
軍
二
三
黛
言
号
二
豊
曼
一
三
三
一
言
三
一
三
二
言
三
言
二
言
一
言
言
喜
一
二
言
一
書
二
言
壁
言
一
一
富
】
言
二
二
三
雲
一
三
二
一
蚕
一
言
二
言
言
舅
唖

《
「
奈
良
の
学
習
法
」
に
お
け
る

袖
「
ふ
り
か
え
り
」
の
意
味
と
課
題

命
平
成
の
学
習
法
文
部
蟄
薔
指
定
急
究
開
萎
潅
‐

一
孟
次
の
我
が
稜
の
課
哩
谷
岡
茂
』
”
耐
１１

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

戸

伺
ｌ
「
ふ
り
か
え
り
」
論
ｌ
“
電
罵
鬘
覺
●
農
晨
建
鶴
曾
蘆
譽
・
薑
》

匡
題

Ｌ
婁
置
童
昆
宇
与
豊
一
嵩

４８１０
００

９１他８

０曲

《
グ
ラ
ビ
ア
》

子
ど
も
が
進
め
る
創
立
百
周
年
記
念
式
典
。

わ
が
校
の
今
昔

《
実
践
寄
稿
》

「
互
い
の
思
い
を
じ
っ
く
り
と
聴
き
、

学
び
合
い
深
め
合
う
子
」
を
め
ざ
し
て
北

輔
。
〈
や
苅
鈴
〈
”
、
鍬
予
科
ｗ
岫
州
市
一
に
仁
愈
へ
錘
か
た
ｌ
の
岬
恥
イ
の
似
一
峰
か
一
し

ｊ

学
校
だ
よ
り
開

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
鋤

Ｉ

炎
紙
：
大
野
水
位
行
・
カ
ッ
ト
絵
：
嶋
守
街
夫

《
木
下
の
言
葉
》

二

一

二

一

二

】

一

字

戸

一

二

一

口

一

畠

《
特
別
寄
稿
》

食
文
化
の
豊
か
さ
を
体
感
す
る
食
の
学
習

み
そ
洲
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う
（
八
年
）

子
ど
も
の
学
び
を
育
む
運
動
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み

Ｉ
川
介
化
の
連
動
ラ
ン
ド
の
実
践
よ
り

筆
者
の
考
え
を
受
け
止
め
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る

ｌ
γ
和
の
と
り
で
を
築
く
（
六
年
）

學
習
の
意
義
は
澤
山
あ
る

第
一
一
次
独
自
学
習
と
「
ふ
り
か
え
り
」

学
習
研
究
目

「
考
え
る
」
授
業
を
展
開
す
る

Ｊ
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
勺
Ｐ
Ｉ
Ｆ
分
Ｄ
も
Ｊ
ｈ
■
Ｆ
〃
角
■
も
■
ロ
。
①
▲
■
９

一
達
一
二
一
毎
－
一
毒
二
一
言
昇
『
一
言
言
一
画
二
二
言
一
二
二
一
淫
一
二
一
垂
一
望
ロ
ー
雪
一
二
一
二
』
一
一
二
二
三
一
』
菫
幸
二
逗
垂
』
■
一
三
一
君
毎
ニ
ニ
苫
一
二
二
一
壬
宕
二
壷
『
一
旦
二
唾
二
宮
一
三
君
岩
三
二
三
云
豊
』
輯
三
二
》
吾
一
二
三
一
二
箒
一
一
一
丘
二
一
邑
軍
室
一
一
菫
差
一
壷
言
室
一
一
言
室
一
室
言
一
戸
二

次
第
四
五
一
号
（
二
○
二
・
六
）

野火 j恥阪
／
〆
〆

ト
ト
ー

１１
１
●
６

－
■
■
凸
品
■
■
■

田111 イ イ i,#ﾉ[三 l1l
あ
と
が
き
刊

侭11
1 1 敦

敬

鶴Il
I I ,蝋

III!
少

j "

6

fl l
〆

l･ｊｊｌｌ 災j

12
《
叩
“
】

０
０
号
●
Ⅱ
Ⅱ
且
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－

律
的
な
国
語
学
習
を
深
め
る
教
師
の
出
内
川
淳
帆
』
》

方
、

仙

自

１１１
１

“
、
ご
ん
ぎ
つ
ね
↑
（
四
年
一
“
“

伽
か
庇
剛

１

個
○
州
呵
１
．
一
・
・
Ｍ
龍

１１
ｍ
』
差
一
三
言
二
一
舅
署
一
二
茸
一
一
雪
三
二
芸
函
一
二
三
一
幸
呈
』
一
言
三
一
言
一
ざ
一
男
三
二
雲
一
三
一
三
二
一
二
写
二
一
言
二
一
二
二
”
壷
一
三
一
一
』
雷
弓
一
三
二
』
■
三
一
二
】
言
差
一
二
二
一
口
一
三
一
面
逐
一
】
』
一
三
二
一
』
二
二
口
三
菫
宝
一
二
三
一
一
言
三
一
【
葛
二
一
一
一
一
三
一
一
二
二
一
垂
一
二
一
三
二
一

野

呂

一

韓

輔

蟹

一

覧

達

三

薑

二

一

蛋

』

言

重

量

畳

』

』

”

ョ

】

奉

呈

一

冒

盲

二

言

喜

一

二

三

室

』

三

二

二

一

三

言

二

二

星

言

『

毫

菖

』

喜

一

『

量

・

『

壜

一

二

盆

一

言

一

蔦

』

言

乏

一

昌

一

薑

竪

二

三

言

壱

一

三

二

言

二

言

一

二

三

一

二

二

三

』

三

二

一

迄

』

】

ヱ

三

三

一

言

与

三

』

口

二

言

三

二

二

一

三

畳

一

』

量

一

冒

二

三

二

一

三

二

三

恥
蕊
圃
逢
旦
云
撹
毛

《
実
践
寄
稿
》

楽
し
く
読
疑
言
塞
か
ら
考
え
る
国
語
の
学
習
を
目
指
し
て

毎
一
雪
逗
三
邑
弓
己
一
《
』
舅
宅
罠
一

《
特
別
寄
稿
》

《
木
下
の
言
葉
》

《
グ
ラ
ビ
ア
》

学
習
研
究
発
表
会
・
わ
が
校
の
今
昔

学
校
だ
よ
り
舶

捷
紙
…
大
野
水
位
行

必
し
ご
と
⑤

必
け
い
『
』
（
国
語
）
⑤

争
移
か
よ
し
⑤

自
分
た
ち
で
進
め
る
「
算
数
研
究
〈
街
角
の
算
数
）
」

似
迄
い
る
け
し
‐
向
Ｌ
Ｌ
曲
、
な
い
”
少
弓
山
、
雁
八
町

子
ど
も
の
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
る
場
面
か
ら
考
え
る

自
分
た
ち
の
生
活
を
作
る

な
か
よ
し
委
員
会

独
自
学
習
・
相
互
学
習
に
初
め
て
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち

今
平
成
の
学
習
法

相こ
れ
か
ら
の
奈
良
の

学
習
学
の
創
造
に
向
け
て

「
し
ご
と
」
学
習
に
お
け
る
「
相
互
学
習
」

‐

自 学
習
研
究
目

教
師
の
日
記

お
け
る
「
相
互

■

占

『

ｈ

ｌ

と
形
グ
ル
ー
フ
ー
他
力
し
催
附

句

や
。
■
ロ
ケ
・
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〃 互年

た
ぬ
き
の
糸
噸
（
き
し
な
み
作
）

的
申
寺
・
■
●
。
、
１
１
″

布
叫
川
Ｉ
ｊ

學
習
の
必
要

稽
一
五
言
一
言
三
』
三
一
三
三
』
吾
三
三
一
』
三
二
一
言
三
一
戸
ヨ
』
■
三
三
一
ヨ
』
言
三
一
言
一
一
言
三
一
三
一
》
ざ
三
一
一
三
一
言
三
三
三
三
三
一
三
三
二
三
一
一
一
二
三
言
三
三
三
一
三
三
三
三
『
三
』
三
三
』
《
『
三
』
言
二
三
三
一
三
二
『
『
三
一
己
君
二
一
言
一
三
一
二
三
一
一
三
一
雪
【
二
一
三
三
罠
㎡

習
法
」
創
設
期
に

「
相
互
学
習
」
の
様
子

自
分
た
ち
で
文
化
を
＃
。
、
§
Ⅱ
〃
・
ぃ

創
造
す
る
「
な
か
よ
し
」
助
Ｉ
ｆ
ｊ

Ｉ

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法
言
エ
』
一
三
一
三
二
一
二
三
一
三
言
三
三
差
三
一
舌
『
三
三
一
三
』
』
一
一
三
一
二
ｒ

ｌ
「
相
互
学
習
」
論
Ｉ
拠
Ｉ

臨
海
合
宿

ブ
ー
太
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

「
し
一
」
と
」
創
設
（
亜
松
峰
奉
論
文
よ
り
）

》
例
州
永
轆
如
”
》
昭
知
識
印
哩
川
”
》

読
み
が
深
ま
る
相
互
学
習
（
聞
き
合
巴

川
を
振
り
血
冒
て

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
側

カ
ッ
ト
絵
：
。
嶋
守
侭
夫

製
件
か
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ゴー

剛
吾
妻
二
】
一
』
葛
》
一
一
『
Ｅ
三
宅

■
■
垂

「
ざ
為
ソ
怖
可
Ⅱ
昨
‐
族
小
咄

ｊ

お
た
ず
ね
」
力
自
を
さ
↑
，
Ｉ
、
ｒ
’
Ⅷ

８

律
白
学
習
さ
え
る
‐

厩０８８靴１
０叩画１１

画
〃
Ｉ
岬

８

ｍ
岫

皿
三
霊
室
誉
三
量
一
言
三
量
一
三
塁
一
息
蟇
湧
一
蚤
一
言
至
言
ざ
身
三
一
言
三
一
言
一
壱
宮
一
言
二
二
言
一
壷
鍾
室
箒
一
言
至
言
言
豆
二
基
三
豊
雪
真
言
三
一
二
三
一
言
二
言
二
三
二
一
言
】
身
三
甦
喜
一
三
三
一
言
一
諄
三
簑
岳
一
壽
皇
喜
一
』
言
二
二
三
二
言
二
一
言
二
一
三
二
一
三
三
薑
二
三
舞
岸
一
蓋
二
二
畳
一
言
二
言
毎
一
二
一

１８８側Ｉ

《
特
別
寄
稿
》

燕
麦
壱
壱
の
話
覇
の
含
定
お
け
る
藷
宜
穗
く
」
の
調
査
奎
課
塞

岬
ｆ
成
躯
↑
腱
：
・
年
Ⅱ
紺

珈
茸
雪
言
琶
語
再
亘
二
言
興
迅
堂

《
実
践
寄
稿
》

「
わ
か
り
直
す
」
問
題
解
決
の
学
習
の
必
要
性

醜
６
捗
恥
他
物
山
働
き
小
綜
液
の
州
画
の
遮
罐
毎
ｍ
し
一
』

６
☆
運
動
ラ
ン
ド
（
器
械
運
動
領
域
）
ｑ
ｒ
甸
也
州

ｆ
し
も
力
ｉ
峠
体
に
進
め
る
フ
ク
ロ
マ
ノ
ｉ
，
＆
跳
び
柿
γ
〃
！
，
‐

山
可
仙
Ａ
小
仙
Ｌ
か
Ｉ
化
山
竿
び
を
・
可
か
え
る

鼻
一
二
富
一
二
二
竪
言
三
三
言
一
言
。
差
一
三
三
一
曽
垂
一
三
三
言
三
一
差
二
三
三
一
ヨ
竺
言
二
一
零
三
三
三
垂
二
営
一
雪
三
一
言
墓
】
三
一
二
二
『
雲
言
一
三
三
三
弄
言
一
三
毒
言
『
二
二
三
二
三
二
一
三
一
三
言
三
君
三
一
雪
二
一
二
三
一
首
二
二
言
二
一
三
毛
室
二
三
三
一
『
一
三
三
三
二
一
三
童
．
三
邑
言
一
言
淫
二
三
一
二
三
三

教
師
の
日
記
自
律
的
に
活
動
す
る
子
ど
も
仲
救
ｒ
和

琴
し
ご
と
④
「
し
ご
と
」
創
設
期
の
‐

具
体
的
な
学
習
の
様
子
②
小
幡
嘱
茄

１

１

論
難
聖
④
独
自
学
習
か
ら
相
互
学
習
へ
帆
川
歸
ｒ
餓

拶
浴
か
よ
し
④
学
年
な
か
よ
し
阪
本
ゞ
災
帥Ｉ

《
木
下
の
言
葉
》

學
習

《
グ
ラ
ビ
ア
》

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
．

わ
が
校
の
今
昔

傘
平
成
の
学
習
法

独
自
学
習
の
原
点
に
あ
る
ツ
ー
ル

メ
モ
帳
を
持
つ
。
ｆ
ど
も
た
ち

根
拠
の
あ
る
説
明
で
深
め
る
算
数
の
学
習

５
妬
１

分
数

ｊ

学
校
だ
よ
り
帆

表
紙
…
大
野
水
位
行

学
習
に
向
か
う
生
活
と
沼
た
ず
ね
」

「
お
た
ず
ね
」
で
育
つ
子
ど
も
の
学
び

「
お
た
ず
ね
」
が
創
り
出
し
、

「
お
た
ず
ね
」
で
深
め
る
学
習

学
習
研
究
目

I

両
三
二
一
三
』
一
二
三
三
一
皇
一
毎
言
三
一
三
言
三
三
二
二
三
巽
二
二
言
垂
』
三
豊
三
二
君
三
三
口
『
一
Ｅ
一
三
墓
三
三
一
】
】
再
言
二
言
一
三
三
房
二
言
三
雲
言
二
一
三
』
薑
三
三
三
言
三
］
一
』
』
』
三
言
二
言
一
三
堂
一
三
』
言
ご
電
宰
三
一
』
言
二
一
一
二
三
言
］
二
三
二
二
三
一
壱
』
巽
一
三

全
身
全
霊
を
打
ち
込
む
／
／
／
”
《
￥

「
し
ご
と
」
の
時
間
卜
沸

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

ｌ
「
お
た
ず
ね
」
論
Ｉ

の
目

会
員
の
ひ
ろ
ば
的

カ
ッ
ト
絵
：
鳥
干
啄
・
↑

Ｉ
山
川
山
４
Ｊ
、
ｊ
討
つ
、
１
８
１
〃
／

次
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一 ■ー

８

給
食
を
残
さ
ず
お
い
し
く
食
べ
よ
う
、
ｌ
！
側
”

Ｉ

み
ど
り
」
〃

１

１
１
５

１８８

１
１
１

１

炊
誉
だ
一
」
《
ぼ
ん
作
唯
・
〃
‐
尚
し
委
山
余
の
収
。
細
み
“

白

日

。

ｐ

“
■

Ｄ

■

ｂ
■

０
Ｆ

ｄ

は

４１

睡
暑
客
二
コ
一
三
《
雷
三
二
美
三
一
二
二
一
二
一
二
一
二
一
二
｛
一
』
詮
二
三
二
一
二
二
二
二
一
』
二
差
三
二
』
壽
亘
二
二
『
三
一
二
二
画
一
二
語
二
一
勇
豊
一
二
一
二
一
言
一
二
一
室
言
一
二
言
二
一
二
『
二
一
二
一
二
二
【
【
二
一
二
三
一
三
一
雪
一
三
『
コ
ニ
ニ
ニ
会
一
二
】
』
ユ
巽
呑
一
三
君
二
一
二
』
一
一
室
』
雲
一
二
二
一
三

、
三
一
』
一
言
一
』
』
一
言
一
夛
再
『
厘
壬
葛
一

蹄
「
自
律
的
学
習
法
」
創
設
期
に
お
け
る

缶
「
独
自
学
習
」
と
今
日
に
継
承
し
た
も
の

《
す
べ
て
の
学
び
は
生
活
の
中
に
あ
る

篭
§
、
蚕
§
」

《
一
垂
冒
菖
雪
喜
童
画
亘
乙
琵
封
－
９
迄
冒
夕
ご
二
言
厘
蛋
身
雷
暑
量
一
言
霊
エ
冒
富
乙
量
》
ｇ
壬
冨
一
直
一
二
動
き
冒
霊
圖
毎
葛
三
琶
舅
一
々
昌
鬘
互
貢
麓
二
冒
毎
冒
一
季
冨
蛋
昌
二
冒
与
曼
鴦
三
一
９
毛
厘
一
言
豊
冨
与
員
一
書
ざ
二
言
雪
雲
一
登
言
一
言
二
二
昼
一
二
三
五
三
三
ミ
ェ
勇
二
言
三
詮
蛋
三
三
言
ご
》

《
実
践
寄
稿
》

「
子
ど
も
が
つ
く
る
算
数
科
学
習
」
を
め
ざ
し
て

《
グ
ラ
ビ
ア
》

し
ご
と
。
美
浜
合
宿
（
５
年
生
）
、

わ
が
校
の
今
昔

《
木
下
の
言
葉
》

濁
自
學
習
の
必
要

Ｊ

学
校
だ
よ
り
侭

表
紙
…
大
野
水
位
行

零
し
ご
と
③

講
騨
空
③

冬
移
か
よ
し
③

《
特
別
寄
稿
》

自
分
だ
に

電
気
の
研
究
Ⅳ

雌
屯
し
た
岻
菰
金
利
川
Ｌ
に
↑
っ
ｌ
作
へ
年
・
け
い
一
一
川
剛

子
ど
も
の
学
び
を
育
む
運
動
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み

・
年
化
：
・
年
碓
の
巡
動
ラ
／
ド
の
突
破
よ
り

子
ど
も
の
想
像
が
広
が
る
小
宇
宙

零
平
成
の
学
習
法

自
問
自
答
し
な
が
ら
読
み
深
め
る

学
習
研
究
目

教
師
の
日
記

Ｕ
ｉ
、
二
世
肝

Ｊ
》
曼
・
・
務
Ｉ
弓
一
企
皿
し
て
汚
し
：
乳
Ⅲ
〃
し
↓
囎
刀
な
ｆ
ひ
鎌

Ｉ

雄
M

引
き
つ
け
て
学
ぶ
奈
須

仲
城
を
岬
叫
に
す
る
数
師
の
は
た
ら
き

三
三
『
二
一
言
雲
三
三
垂
一
言
三
二
三
』
言
一
『
一
二
三
言
』
二
三
壁
一
三
堂
甦
詮
』
』
ロ
『
三
』
重
昇
至
言
二
君
幕
一
Ｅ
』
二
胃
二
一
言
三
三
三
』
』
全
琶
一
』
三
三
三
三
三
一
言
二
一
二
言
一
『
言
三
雲
三
』
二
三
』
君
二
一
』
一
言
こ
三
三
一
二
一
三
二
三
三
』
二
一
言
彗
君
一
三
三
一
一
『
ヨ
』
』
二
言
三
三
』
』
】
二
Ⅲ

il

'｜

自
ら
の
能
力
を
練
磨
す
る
－
：
．
’
↓

「
け
い
星
学
習
法
Ｉ
ｆ
Ｉ

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法

ｌ
「
独
自
学
習
」
論
Ｉ

自
律
的
に
学
ぶ
単
独
者

「
し
ご
と
」
創
設
期
の

具
体
的
な
学
習
の
様
子
①

独
自
学
習
が
で
き
る

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

高
学
年
な
か
よ
し
集
会

会
員
の
ひ
ろ
ば
的
あ
と
が
き

カ
ッ
ト
絵
…
鴫
守
輝
夫

ｌ
の
火
澁
か
い
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自
園
自
嶬
に
学
ぶ
子
ど
も
篭
医
学
蟇
§
菖
皇
最
壜
菖
．
》

に
ご
專
盟
『
§
壹
冒
薑

「
め
あ
て
」
論
・

１関１１
恥＃

０１加減８ｌ

子
ど
も
が
「
学
習
の
め
あ
て
」
を
‐
‐
－
‐
舶

何蛸
羽１９８

曲
即
ｒ
６
”

咽ｊ

帥
叩
Ｙ
Ｉ
ロ
ー
ｌ

重
要
性
１
，
‐
恥

つ
こ
と
の

も

１ｕ０８８吋Ｉ
８８鮒８１

律
的
な
学
習
に
お
け
る
‐
帆

１別

自

鞄０
助凹８１８

師
／
／
／
Ｐ
凸
唖
炉
澪
脈
唖
多
’
』
の
〃
全
４

１

「
＃
Ｉ
刊
Ｉ
、
″
Ⅲ
岬

１

め
あ
て
の
息
と
“

意
味
課
題
“

〕８脚

」

１１祁帥８恥ｌｔ

ｌ

《
け
い
こ
へ

０

算
数
の
学
習
の
「
め
あ
ｆ
ｌ
、
“

て
」
、
に
、
８
，

１
１

，
１
９
唖
〃
〃
Ａ
ソ
０
曲
じ
１

１

“
ｉ
ｎ
縦
的
確
料
を
始
め
る
た
め
の
Ⅷ
め
あ
て
Ｉ
１
１
＃
ｕ
岬

１８峰１
３肥エ

ニ
ェ
ー
毎
』
一
言
一
二
罠
昌
一
言
三
票
蛋
身
至
一
』
薑
雲
量
二
昌
一
壷
巨
富
毒
言
二
冒
一
室
邑
二
言
』
妄
一
三
二
藍
一
喜
一
三
豊
』
言
二
三
屋
一
言
二
一
言
一
蟇
二
言
互
言
』
二
言
一
一
言
二
言
》
三
言
一
三
二
一
言
二
二
三
章
一
二
三
一
二
三
一
言
違
一
三
三
三
二
一
壽
一
喜
一
君
三
一
言
三
一
三
一
三
二
三
三
一
二
言
一
二
三
一
二
三

８
８帥８

《
特
別
寄
稿
》

一
言
一
‐
》
一
畦
一
一
一
一
一
帳
」
画
』
犀
』
唾
』
一
‐
一
一
一
言
雫
三
二
詫
言
一
三
三
一
糞
二
言
写
三
一
三
二
『
一
三
》
二
二
言
ご
一
『
二
一
三
言
二
言
二
言
言
二
言
二
三
三
三
三
一
二
菖
一
』
言
君
一
二
旨
》
』
一
言
三
二
三
二
『
三
二
三
言
二
三
三
三
一
三
『
昌
一
屋
二
言
罠
一
罠
三
一
妄
三
一
三
三
三
言
孟
三
三
二
一
雪
雲
一
二
二

操
二
言
重
言
雪
雲
一
二
章
《

８ｔ
加：１

独
自
の
学
び
が
合
わ
さ
る
劇
の
創
造
へ
』
酉
向
い

盟功

谷
岡
義
３

１１１１１１

１
劇
司
年
吋
組
な
ら
さ
ん
ぽ
に
い
こ
う
１
１

１０
１１２８１１１岨

“
ｌ
森
へ
（
六
年
）
Ｉ
州

１８

期
州

８
１羽

子
ど
も
が
つ
く
る
体
育
研
究
の
学
習
Ⅲ
閥
ド
旬
也
蜘
拙

１１１秘１１１
１卿Ｉｔｌｌｌ

”
ｌ
辿
勤
が
、
蚕
易
と
共
に
体
が
綱
か
壷
体
育
を
い
怖
上
」
Ｉ
釧

純１０
８

Ｍ
卯

ＩＩ

Ｏ

Ｉ

Ｉ

ｋ

ｌ

ｌ
ｍ
胃
三
二
皇
一
ヨ
ニ
一
言
『
エ
ー
薑
二
一
三
毒
言
二
一
画
》
二
三
二
言
一
一
一
言
三
三
二
一
章
二
二
言
三
一
三
一
二
一
三
一
三
三
二
三
三
一
三
三
一
舅
一
三
三
一
三
一
三
三
二
二
三
一
頁
三
乙
言
三
一
言
二
一
三
三
二
三
一
重
一
三
『
三
三
一
二
一
二
一
三
二
三
三
言
三
三
三
三
一
冨
幸
壷
客
三
一
毒
三
一
一
一
三
一
三
基
三
三
一
二
三
二
一

４１ｊ

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
↓
、
ｆ
｜
、
並
↑
丁
釧

一

教
師
の
日
記
ｊ
／
リ
オ
！
‐
ろ
’
！

子
ど
も
を
育
て
る

各
学
年
の
函
心
の
あ
り
室
を
手
が
か
り
に
小
刷
鼈
偲

態

争
し
ご
と
②
／
Ｉ

Ｃ
一
一
と
一
の
主
題
設
定
を
行
つ

雷
囎
呈
柳
塞
酎
厩
蹴
む
西
田
淳
刷

け
い
こ
“
自
ら
の
学

琴
ロ
ゞ

（
国
語
）
②

１

琴
な
か
よ
し
②
低
学
年
な
か
よ
し
集
会
阪
本
↓
英
蜘

《
木
下
の
言
葉
》

學
習

《
グ
ラ
ビ
ア
》

プ
ー
ル
水
泳
納
め
の
会
・

わ
が
校
の
今
昔

解
雇
ど
）
か
れ
解

、
：
；
、
ノ

琴
平
成
の
学
習
法
自
律
的
な
学
ご
善
蓬
雪
の
基
盤

《
実
践
寄
稿
》

ヤ
ギ
と
子
ど
も
と
と
も
に
過
ご
し
た
四
○
○
日

１
．
年
生
病
科
「
だ
い
す
き
／
ラ
ッ
キ
ー
」
の
天
践
か
ら
Ｉ

ｊ

学
校
だ
よ
り
㈱

表
紙
・
；
大
野
木
位
行

「
く
ら
し
を
支
え
る
も
の
～
つ
く
る
。

使
う
～
」
食
糧
。
食
料
（
五
年
）

テ
ー
マ
を
持
貴
友
だ
ち
の
考
え
に
関
わ
り
な
が
ら
読
む

学
習
研
究
目

〆
１
‐
、
｝
｜
言
『
’
－
１
全
三
廃
皿
く
・
土
一
、
一
夏
“
・
岡
本
定
男

Ｉ
麩
郵
仁
塞
垂
ら
葬
る
垂
こ
し
て
の
こ
ろ
の
ダ
１
－
仁
寄
彗
で

底
ぐ
）
す
教
育
実
践
の
地
平
を

／↑

の
一
息

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
、

カ
ッ
ト
絵
：
嶋
守
哲
夫

次
第
四
四
七
号
（
二
○
’
○
・
一
○
）

義

|坂幸
砲

や
”
Ｊ
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ｕ
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水
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利
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卿あ
と
が
き

真
紀
子
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災
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設

朝
の
会
」
で
育
つ
子
ど
も
の
学
び
Ⅲ
利
佐

椣

「

８６
ｍ“８

吋、１０８唖８
２８画

生
活
と
学
習
を
つ
な
ぐ
川
糞
：

１演毎８１
画哲８↓１

画
、
４
Ｊ
″
’
″
ハ
ー

８

朝
の
会
」
で
育
つ
「
な
か
よ
し
」
！

「

８＃
１８腫叫１８瞳８

１ｌ輝

子
ど
も
の
《
、
ｆ
・
、
」
Ⅷ
＊

「
ミ
く
る

朝
の
会
」
力
つ

１割８９
町録ト

ノ
リ
４
ｉ

ｌ３

学
校
・
学
級
生
活
を
考
え
る

穂８口
回鍾１》

《
』
一
一
鷺
一
再
【
勇
證
基
一
譽
完
言
一
盈
呈
三
苣
肯
凰
二
勇
蛋
置
篁
豚
一
昌
一
畳
寺
曾
一
二
昼
一
言
謡
二
言
↑
§
一
言
三
塁
一
言
妄
冒
一
冨
一
富
》
一
薑
一
言
邑
一
曼
誉
勇
言
雲
一
菖
三
旨
一
三
二
｜
喜
一
言
一
言
》
巽
三
一
畳
一
言
一
言
一
二
三
一
二
言
一
言
差
昌
一
言
二
一
三
三
一
』

、
一
§
９
５
一
画

蝕仏

車
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
に
つ
い
て
／
〆
：
鋤

ｊｌ４１
１１

哩
辛
〉
・
Ｉ
１

１

考
え
る
③
（
四
年
・
し
ご
と
）
卜
：
１
，
‐

私０
明

１４１
期

子
ど
も
垂
三
の
自
律
的
巷
学
習
を
支
一
え
る
展
開
と
蓉
師
の
支
雲
刈
Ⅱ
竜
叶
８

９
１８口

Ⅱ

曲
服
オ
■
■
■
■
０
■
Ⅱ
Ｂ
Ⅱ
日
写
■
ｍ
Ｊ
８
■
０
・
″
呵
口
咽
○

ｔ

‐
物
語
「
、
い
ぼ
う
し
－

（
凶
年
）

ノ

ド
祁ｒ叩

１脚
一
二
一
二
二
言
一
言
晏
二
互
一
毒
二
一
二
一
寓
言
一
言
一
二
軒
一
言
三
三
二
一
二
言
二
一
三
三
一
昌
』
套
量
』
一
三
』
二
言
二
『
二
言
言
一
言
客
一
三
三
二
【
三
一
二
三
一
三
一
二
一
男
雲
一
三
二
一
二
三
一
二
三
一
二
言
一
一
三
一
三
三
三
三
二
一
｝
一
三
置
一
『
三
二
三
一
』
』
三
エ
ニ
ニ
ざ
『
三
二
二
言
妄
一
二
二
一
二
三
一
三
二

、
要
言
當
ロ
ー
『
毒
宕
雪
二
三

０１１唖
１町Ｉ

汀

《
特
別
寄
稿
》

《
木
下
の
言
葉
》

《
実
践
寄
稿
》

児
童
が
主
体
菫
春
二
季
雪
雲
戸
部
の
挙
雪
垂
一
確
垂
へ
の
取
り
組
琴

《
グ
ラ
ビ
ア
》

琴
平
成
の
学
習
法
現
在
に
生
き
る
学
習
法

学
校
だ
よ
り
銘

表
紙
：
大
野
水
位
行

余
し
ご
と
①

講
騨
空
①

争
浴
か
よ
し
⑥

わ
が
校
の
今
昔
・
学
習
研
究
集
会

主
体
と
し
て
学
び
あ
う

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
朝
の
会

「
解
す
（
ほ
ぐ
す
）
」
こ
と
の
必
要
性

’
一
Ｊ
’
》
昨
押
、
印
〃
祁
・
い
た
！
即
Ｉ
ｌ
１
〃
久
呼
唯
釧
刈
峰
〈
ｍ
Ｉ
会
子
ど
も
の
関
心
に
寄
り
添
い
進
め
る
ロ
ー
」
と
学
習

「
學
習
研
究
」
創
刊
の
餅
よ
り

学
習
研
究
目

一

『

『

教
師
の
日
記
春
の

奈
良
の
学
料
法
を
公
立
小
転
校
の
教
育
に

実
践１

１

ノ

ー

Ｊ

一

一

一

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法
臺
言
篭
舅
一
言
三
薑
言
』
一
薑
』
婁
亀
言
三
一
三
亀
炉

ｌ
「
朝
の
会
」
論
Ｉ
恥

呂
昌
旨
ｐ
■
旨
宮
口
・
口
笛
・
ｐ
・
皀
弓
■
‐
鵬
皇
弓
ｂ
ｐ
呂
邑
胃
口
呂
二
Ｆ
島
二
言
巳
ｐ
呂
旨
Ｐ
ｐ
呂
呂
■
ト
Ｌ
・
呂
苛
ロ
呂
雪
旨
．
。
二
三
号
・
邑
監
Ｐ
畠
鼻
三
口
・
罠
旨
弓
Ｄ
呂
監
号
。
■
禺
弓
、
Ｐ
二
二
・
口
。
呂
言
『
。

ｑ
・
二
男
ｑ
ｑ
呂
宕
。
。
・
・
呂
宕
。
ｑ
目
三
里
呂
苗
害
。
・
・
男
二
号
占
署
百
勺
‐
・
呂
二
君
・
‐
勾
呈
君
■
。
・
皇
君
■
可
ｑ
二
弓
弓
占
宕
君
。
。
呂
署
署
ｑ
ニ
ヨ
弓
・
ど
呂
宕
。
‐
ｑ
呂
呂
』
．
“
・
呂
宕
。
屯
呂
目
宅
ｄ
呂
弓
一
三
。
ｑ
１
ｑ
ロ
ー
彗
一

P

fr

|開l
〃）

学
級
な
か
よ
し

「
し
ご
と
」
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と

教
師
の
読
み
を
つ
く
る

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
御

カ
ッ
ト
絵
：
嶋
守
折
左

Ｉ
し
こ
し
一

遠

次
第
四
四
六
号
（
二
○
一
○
・
八
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と
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即

子
ど
も
の
内
な
る
論
理
を
揺
さ
ぶ
り
ゞ
Ｍ
ｒ
伽
岬

８種８戒９噸

大
野
水
ｉ
ｆ
ｌ
‐

８０

癖
。
、
Ⅱ
川
副
ｆ
Ｉ
卯

新
た
な
学
習
観
・
倉
造
性
を
育
む
》

吋蝉
《
壹
一
薑
言
三
一
量
言
二
一
言
ニ
ミ
ー
冒
言
包
三
景
言
二
一
旨
ざ
雲
一
二
豊
喜
三
畳
一
言
三
一
雪
一
言
一
二
署
一
言
一
言
雪
薑
喜
一
『
量
一
二
一
毎
一
言
三
二
ｇ
言
一
二
一
三
考
雪
呈
冒
一
言
一
言
言
三
一
言
一
二
三
一
言
二
言
一
言
』
一
一
二
一
一
量
一
言
一
三
富
要
一
言
一
言
一
言
二
三
一
垂
三
一
一
言
室
』
喜
一
二
言
一
言
一
二
三
一

別１１

《
数
理
的
生
活
領
域
に
お
け
る

》
「
思
考
の
変
容
や
深
ま
り
を
と
ら
え
る
」

細
思
考
か
ら
表
現
へ
の

豊
か
な
環
境
づ
く
り

秘

録

昼

一

一

『

ｇ

汀

笹

一

画弾卸嶮即
塁
一
冨
雲
昌
一
君
鼻
喜
』
一
言
三
三
三
南
昌
一
写
三
一
【
量
豆
二
一
【
三
富
三
一
』
卓
三
ざ
『
画
二
』
要
三
』
言
二
一
毛
三
』
二
三
一
二
三
一
茸
三
一
三
』
一
言
三
三
言
一
言
『
一
三
一
【
一
言
一
薑
寺
一
言
暮
一
］
一
言
雲
匡
二
三
三
一
言
宅
書
一
一
一
三
一
三
二
三
三
一
三
三
重
三
男
一
『
一
三
草
三
』
』
言
三
一
幸
三
一
』
言
一
三

恥
低
学
年
か
ら
中
学
年
の

体
育
学
習
の
構
想

梱
音
楽
を
身
体
で
感
じ
よ
う

叱
窒
三
三
冒
壽
三
三零

教
室
か
ら
か
が
や
き
両
川
淳
蛸

零
篝
ど
”
蕊
剛

《
特
別
寄
稿
》

子
ど
も
の
姿
に
目
を
凝
ら
す

「
授
業
分
析
」
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
久
野
弘
幸
弱

《
実
践
寄
稿
》

人
と
甥
鶏
刎
議
潔
蕊
て
ゞ
ゞ
窪
代
“

会
員
の
ひ
ろ
ぱ
畑
あ
と
が
き
唾
表
紙
：
復
刻
ン
リ
ー
ズ
・
カ
ソ
ト
絵
：
嶋
守
蕪
火

《
グ
ラ
ビ
ア
》

２
年
月
組
「
し
ご
と
」
の
最
終
の
活
動
～

「
リ
ア
ル
仕
事
館
を
開
こ
う
」

《
序
文
》

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
原
則

自
ら
読
み
深
め
る
力
を
高
め
る
②

ｌ
人
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
（
庇
年
）
ｌ

し
ご
と
学
習
「
平
城
遷
都
一
三
○
○
年
祭
」

（
第
四
学
年
）
の
取
組

学
習
研
究
目

や
訶
州
Ｊ
り
ご
と

惑
芝
・
塊
放
・
肛
火
か
ら
恕
与
へ
の
狂
容
や
雌
よ
い

。
ｐ
ゲ
タ
ｆ
ｌ
４
０
Ｆ
Ｊ
Ｉ
０

差
＝
‐
ｰ

。
=

言
一

ニ
ー
ー

雪
＝
＝
異
＝
、二
罠
~
一
一

＝
＝
二
＝
ｰ
■
ｰ
-

F
＝
ｰ
一
一

二
君
二
室
幸
一

垂
旨
一

三
雲
一

三
‐
1■い

＝
空

當
ｰ

言
一

号

＝
一

苦
言
＝

＝
＝
差
曽
＝
二
二
己
君
君
＝
宝
＝
＝
ー

＝
＝
ニ
ー
ー
ロ
ー

ニ
ー
舌
舎
三
二
＝
ｰ

毒
ニ
ー
ー
ー

淫
＝
＝
~

身
＝
‐
”

＝
二
蛋
一

＝
＝

＝
詮
一
一
一

五
＝
一
一

二
号
ニ
ー
ー

ニ
ー
ー
ー
＝

「
習
法
で
育
つ
論
理
的
思
考
力
ゞ
壼
毫
書
雲
薑
雲
譽
雪
雲
雲
↓
＊

学
」

、
、
ｌ
Ｊ
Ｊ
Ⅲ

ｌ
思
考
の
変
容
や
深
ま
り
を
と
ら
え
る
値
Ｉ
“

と
こ
ろ
変
わ
れ
ば
・

グ
ー

次
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